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● 月例経済報告（1/22）
(1月)

(12月)

(1月) 持ち直している。

(12月) 持ち直している。

(1月) 機械投資は、緩やかな増
加傾向にあるものの、一
部に弱さがみられる。

(12月) 機械投資に弱さもみられる
が、緩やかな増加傾向にあ
る。

(1月) 弱含んでいる。

(12月) 弱含んでいる。

(1月) 改善している。

(12月) 改善している。

景気は、輸出が引き続き弱含むなかで、製造業を中心に弱さが一段と増しているものの、緩や
かに回復している。
当面、弱さが残るものの、雇用・所得環境の改善が続くなかで、各種政策の効果もあって、緩やかな回復
が続くことが期待される。ただし、通商問題を巡る動向、中国経済の先行き、英国のＥＵ離脱、中東地域を
巡る情勢等の海外経済の動向や金融資本市場の変動の影響に加え、消費税率引上げ後の消費者マイン
ドの動向に留意する必要がある。

景気は、輸出が引き続き弱含むなかで、製造業を中心に弱さが一段と増しているものの、緩やかに回復して
いる。
当面、弱さが残るものの、雇用・所得環境の改善が続くなかで、各種政策の効果もあって、緩やかな回復が
続くことが期待される。ただし、通商問題を巡る動向、中国経済の先行き、英国のＥＵ離脱等の海外経済の
動向や金融資本市場の変動の影響に加え、消費税率引上げ後の消費者マインドの動向に留意する必要が
ある。
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(1月) 一段と弱含んでいる。

(12月) 一段と弱含んでいる。

(1月) 弱含んでいる。

(12月) 弱含んでいる。

(1月) このところ横ばいとなって
いる。

(12月) このところ下落テンポが鈍化
している。

(1月) このところ上昇テンポが
鈍化している。

(12月) このところ上昇テンポが鈍化
している。

(1月)

(12月)
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世界の景気は、全体としては緩やかに回復しているが、そのテンポは鈍化している。
先行きについては、当面は回復の鈍さが残るものの、全体としては緩やかに回復していくことが期待され
る。ただし、通商問題を巡る動向、中国経済の先行き、英国のＥＵ離脱、中東地域を巡る情勢、金融資本市
場の変動等によるリスクに留意する必要がある。

 海外経済

 国内企業物価

 消費者物価

世界の景気は、全体としては緩やかに回復しているが、そのテンポは鈍化している。
先行きについては、当面は回復の鈍さが残るものの、全体としては緩やかに回復していくことが期待される。
ただし、通商問題を巡る動向、中国経済の先行き、英国のＥＵ離脱、金融資本市場の変動等によるリスクに
留意する必要がある。
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 輸出
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https://www5.cao.go.jp/keizai3/getsurei/getsurei-index.html

